
明
治
前
期
に
恥
け
る
畿
内
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
変
動

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

僚

太

良E

中

西

は

じ

め

に

日
本
に
お
け
る
近
代
的
人
口
成
長
は
、
本
格
的
に
は
一
九

0
0年
代
の
産
業
革
命
の
確
立
期
以
降
に
見
ら
れ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
明
治
期
の
人
口
成
長
を
ど
の
様
に
見
る
か
は
、
明
治
期
の
人
口
を
如
何
に
推
計
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
数
多
く
の

人
口
推
計
が
試
み
ら
れ
て
来
た
が
、
各
推
計
と
も
一
九

0
0年
代
以
降
人
口
増
加
が
顕
著
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

T
V

し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
の
時
期
、
既
に
全
国
的
に
は
僅
か
な
が
ら
も
持
続
的
な
人
口
増
加
が
見
ら
れ

る
す
)
。

こ
の
時
期
の
人
口
増
加
は
全
国
的
に
ど
の
様
に
進
行
し
た
の
か
、

ま
た
各
地
域
の
如
何
な
る
経
済
条
件
の
下
で
進
行
し
た
の
か

は
、
そ
の
後
の
本
格
的
な
人
口
成
長
や
、
ひ
い
て
は
日
本
の
産
業
化
の
問
題
を
考
え
る
上
で
無
視
出
来
な
い
守
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
の
人
口
の
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
人
口
史
研
究
上
の
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
先
の

明
治
期
の
人
口
推
計
に
し
て
も
、
全
国
単
位
で
明
治
前
期
の
人
口
が
推
計
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
的
に

33 

ど
の
様
な
差
異
を
も
っ
て
い
た
か
等
の
検
討
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
最
近
よ
う
や
く
社
会
経
済
史
学
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
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の
人
口
研
究
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

い
ま
だ
研
究
は
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る

7
y

こ
れ
は
偏
に
、
資
料
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
期
の
人
口
統
計
は
、
信
頼
出
来
な
い
も
の
と
し
て
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
確
か
に
そ
の
数
値
に
は
疑
問
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
後
に
検
討
す
る
人
口
増
加
率
や
人
口
流
出
率
も
正
確

な
も
の
で
は
な
く
、
比
率
の
数
値
自
体
に
は
意
味
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
口
変
動
を
地
域
毎
に
検
討
し
、
地
域
毎
の
相
具

を
問
題
と
す
る
点
に
お
い
て
は
、
明
治
期
の
人
口
統
計
の
利
用
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
様
な
資
料
的
制
約
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
明
治
前
期
に
限
っ
て
検
討
を
試
み
る
。
そ
の
際
人
口
変
動
の
内
容
だ
け
で
な
く
、

人
口
変
動
と
地
域
の
生
産
活
動
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幕
末
開
港
の
影
響
が
強
い
明
治
前
期
に
お
い
て
、
最
も
重
要
で
大
き
な
変
貌
を
と
げ
た
生
産
活
動
は
、
養
蚕
・
製
糸
業
と
綿
作
・
綿
業

で
あ
ろ
う
。
前
者
は
幕
末
開
港
以
降
、
主
に
東
日
本
に
お
い
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
生
産
活
動
で
あ
る
。
後
者
は
逆
に
、

一
時
的
に
は
停

滞
も
し
く
は
衰
退
を
示
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
対
照
的
な
動
向
に
注
目
し
、
明
治
前
期
の
人
口
変
動
を
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ

う

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
時
期
最
も
経
済
的
な
先
進
地
域
と
言
わ
れ
〈
5
X
綿
作
・
綿
業
の
展
開
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
畿
内
、
中
で
も
大

阪
府
を
研
究
対
象
地
域
と
し
て
選
定
し
た
。
さ
ら
に
大
阪
府
下
の
綿
業
の
中
で
も
、
農
村
工
業
と
し
て
は
綿
織
物
業
が
典
型
的
で
あ
り
、

人
口
変
動
と
の
関
係
で
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
明
治
前
期
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
織
物
業
と
地
域
の

人
口
変
動
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
綿
作
・
綿
織
物
業
が
地
域
の
人
口
変
動
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
み
た
い
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
郡
単
位
に
綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
展
開
状
況
を
検
討
し
、
綿
作
・
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
を
確
定
し

た
。
そ
し
て
綿
作
・
綿
織
物
業
各
地
域
毎
の
人
口
変
動
を
、
郡
あ
る
い
は
町
村
・
大
字
単
位
に
検
討
し
た
。
人
口
変
動
の
検
討
に
お
い
て



は
、
本
籍
人
口
増
加
率
・
人
口
流
出
率
・
現
住
人
口
増
加
率
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
検
討
対
象
時
期
は
、
明
治
二
三
年
(
一

八
九

O
)
ま
で
と
し
た
。
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
ま
で
が
、
産
業
化
に
よ
る
畿
内
綿
作
・
綿
織
物
業
の
変
質
が
、
ま
だ
余
り
進
ん
で
い
な
い

段
階
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
す
〉
O

資
料
と
し
て
は
、
綿
作
・
綿
織
物
業
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

『
農
事
調
査
大
阪
府
之
部
』
(
以
下
農
事
調
査
と
略
称
〉
(
7
〉
、
『
大
阪
府

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

統
計
書
』
ハ
8
〉
、
『
大
阪
府
農
工
商
統
計
年
報
』
・
『
大
阪
府
勧
業
年
報
』
(
以
下
農
工
商
年
報
と
略
称
〉
ハ
ー
を
用
い
た
。
人
口
に
関
し
て
は
、

『
大
阪
府
全
士
山
』

au、
『
戸
籍
表
』
ハ
呂
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』

(gを
用
い
た
。

綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
展
開

付

綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
分
化

明
治
前
期
の
大
阪
府
に
お
け
る
綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
展
開
状
況
を
知
る
た
め
に
は
、
各
地
域
の
農
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
農
家

余
業
の
実
態
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
農
事
調
査
に
は
、
農
産
物
の
生
産
量
と
共
に
、
農
家
余
業
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
た
め

大
阪
府
下
の
農
村
部
に
お
け
る
生
産
活
動
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
農
事
調
査
は
、
従
来
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
用
い
ら

れ
て
お
り
(
担
、
同
時
期
の
他
の
資
料
に
比
べ
る
と
精
度
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る

ay

そ
こ
で
農
事
調
査
を
基
に
、
以
下
綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
展
開
状
況
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
農
産
物
の
中
で
実
綿
の
占
め

る
位
置
と
、
農
家
余
業
の
中
で
綿
関
係
余
業
自
〉
の
占
め
る
位
置
と
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

農
事
調
査
記
載
の
い
わ
ゆ
る
特
有
農
産
物
の
中
で
、
産
額
の
大
き
い
も
の
は
第
一
に
実
綿
で
あ
り
、
他
に
は
菜
種
、
甘
庶
、
蜜
柑
が
あ

35 

る
。
実
綿
は
大
阪
府
下
全
郡
に
渡
っ
て
生
産
さ
れ
、
多
量
の
生
産
額
を
示
す
郡
が
多
い
。
中
で
も
、
後
述
す
る
綿
作
の
中
心
地
域
に
お
け
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国名l郡名|時|間|受講|禁容番|語句|切|切
摂津 西成 957 291 39 996 29.2 

東成 453 148 42 2 495 30.0 0.4 

住吉 303 190 34 13 337 56.5 4.0 

島上 351 7 124 32 475 1.4 6.7 

島下 502 12 147 63 649 1.9 9.7 

豊島 371 17 138 509 3.3 

能 勢 118 。 89 207 0.1 

和泉 大烏 510 105 36 28 546 12.2 5.0 

泉 380 45 29 14 409 10.9 3.5 

南 394 26 26 15 420 6.2 3.6 

日根 613 22 33 15 646 3.5 2.3 

河内 石川 275 21 20 3 295 7.3 0.9 

八上 149 22 6 1 155 14.3 0.5 

古市 96 13 6 1 102 12.5 0.7 

安宿部 37 5 3 。 40 13.4 1.2 

錦部 256 34 20 l 276 12.2 0.5 

志紀 168 44 10 2 178 24.9 0.9 

丹南 337 52 17 2 354 14.8 0.6 

丹北 229 37 52 47 281 13.3 16.8 

河内 158 35 25 14 183 19.4 7.9 

高安 68 g 21 11 89 8.8 12.2 

若江 298 119 41 39 339 35.1 11. 5 

大県 42 4 2 1 44 9.7 2.9 

渋川 154 60 22 13 176 34.2 7.7 

茨田 421 13 16 7 437 2.9 1.7 

408 55 57 6 465 11. 9 1.4 

讃良 197 18 12 5 209 8.7 2.2 

資料) Ii'農事調査大阪府之部』

注) 西成郡は綿関係余業の記載がない。豊島・能勢郡は綿関係余業の記載は

あるが，その収入額は判明しない。



る
実
綿
産
額
は
極
め
て
大
き
く
、
特
有
農
産
物
の
中
で
も
際
立
っ
て
い
る
ひ
菜
種
も
大
阪
府
下
全
郡
に
わ
た
っ
て
生
産
さ
れ
、
そ
の
生
産

額
は
実
綿
産
額
を
凌
ぐ
郡
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
各
郡
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
実
綿
産
額
の
方
が
大
き
く
、
菜
種
は
実
綿
の
様
に
特
定

地
域
で
多
量
に
生
産
さ
れ
る
状
態
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
甘
掠
と
蜜
柑
は
、
和
泉
国
の
泉
、
南
、
日
根
郡
に
お
い
て
集
中
的
に
生
産
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
阪
府
下
の
農
業
生
産
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
は
言
い
難
い
。

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

次
に
農
家
余
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
農
事
調
査
記
載
の
農
家
余
業
の
中
で
、
最
も
収
入
額
の
多
い
の
が
綿
関
係
余
業
で
あ
る

auo余
業

収
入
額
の
大
部
分
は
、
綿
関
係
余
業
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
他
に
は
、
摂
津
国
の
島
上
、
島
下
郡
に
お
け
る
寒
天

製
造
の
収
入
額
が
多
い
が
、
寒
天
製
造
は
こ
の
二
郡
に
お
い
て
の
み
し
か
見
ら
れ
な
い
。
以
上
の
外
に
は
、
主
要
な
収
入
源
と
な
る
余
業

は
見
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。

こ
の
様
に
、
大
阪
府
下
の
農
業
生
産
に
お
い
て
は
綿
作
・
農
家
余
業
に
お
い
て
は
綿
業
が
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言

え
る
。そ

こ
で
農
事
調
査
に
よ
り
、
明
治
一
一
一
年
三
八
八
八
)
に
お
け
る
、
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
業
の
地
域
的
展
開
状
況
を
表
1
に
示
し

た
。
表
ー
で
は
、
ま
ず
各
郡
毎
に
総
農
産
価
額
と
余
業
収
入
総
額
を
求
め
、
そ
れ
ら
を
合
計
し
て
総
収
入
額

(
C
)
を
算
出
し
た
。
そ
し

て
、
総
収
入
額
、
に
占
め
る
実
綿
価
額
の
比
率

(
A
/
C
)
と
、
綿
関
係
余
業
収
入
額
の
比
率

(
B
/
/
C
)
を
求
め
た
。
こ
の
実
綿
価
額
の

比
率
と
、
綿
関
係
余
業
収
入
額
の
比
率
に
お
け
る
郡
毎
の
相
違
か
ら
、
綿
作
・
綿
業
の
地
域
的
展
開
状
況
を
検
討
す
る
。

実
綿
価
額
比
率

(
A
/
C
)
か
ら
検
討
ず
る
と
、
最
も
比
率
が
高
い
の
は
住
吉
郡
で
五
六
・
五
%
、
続
い
て
若
江
郡
の
三
五
・
一
%
、
渋

川
郡
の
三
四
・
二
%
、
東
成
郡
の
三

0
・

oz、
西
成
郡
の
二
九
・
二
%
、
志
紀
郡
の
二
四
・
九
%
と
な
る
。

37 

し
か
し
、
住
吉
、
東
成
、
西
成
の
三
郡
は
大
阪
市
近
隣
で
あ
り
、
農
業
生
産
が
地
域
の
経
済
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
低
い
と
考
え
ら
れ
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る
。
例
え
ば
農
事
調
査
に
よ
っ
て
農
戸
数
比
率
を
見
て
も
、
大
阪
府
下
の
他
郡
の
農
戸
数
比
率
は
お
お
む
ね
七
O
M
以
上
で
あ
る
の
に
対

し
、
西
成
郡
は
一
七
・
四
%
、
東
成
郡
は
三

0
・
八
%
、
住
吉
郡
は
四
四
・
二
%
と
非
常
に
低
率
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

地
域
の
農
業
生
産

が
人
口
変
動
に
与
え
た
影
響
の
検
討
を
意
図
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
郡
は
除
外
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
理
由
に
よ
り
三
郡
を
除
外
し
た
場
合
、
実
綿
価
額
比
率
が
高
い
郡
は
順
に
、
若
江
、
渋
川
、
志
紀
郡
と
な
る
。
他
に
も
比
較
的
高

い
比
率
を
示
す
郡
も
見
ら
れ
る
が
、
二
O
%
以
上
の
高
い
比
率
を
一
市
す
の
は
、
若
江
、
渋
川
、
志
紀
の
三
郡
で
あ
る
。

次
に
、
綿
関
係
余
並
木
収
入
額
の
比
率

(
B
/
C
〉
を
見
る
と
、
丹
北
郡
が
二
ハ
・
八
%
を
示
し
、
最
も
比
率
が
高
い
。
次
が
一
一
了
二
%

を
示
す
高
安
郡
、

一
一
・
五
%
を
示
す
若
江
郡
で
あ
り
、
島
下
、
河
内
郡
と
続
く
。

こ
の
様
に
、
実
綿
価
額
比
率
が
高
い
郡
と
、
綿
関
係
余
業
収
入
額
の
比
率
が
高
い
郡
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
の
高
い
郡

は
、
若
江
郡
を
除
い
て
重
複
し
な
い
。

つ
ま
り
、
明
治
一
一
一
年
の
時
期
に
お
い
て
、
綿
作
と
綿
業
と
は
あ
る
程
度
地
域
的
に
分
化
し
て
い

た
と
言
え
る
。

ま
た
綿
関
係
余
業
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
と
収
入
額
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
綿
業
に
お
い
て
も
紡
糸
と
木
綿
織
と
は
地
域
的
に
分
化

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
島
下
郡
を
は
じ
め
と
す
る
摂
津
国
の
各
郡
の
綿
関
係
余
業
収
入
は
、
す

ベ
て
紡
糸
に
よ
る
収
入
で
あ
る
日
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
河
内
国
の
丹
北
、
高
安
、
若
江
郡
の
綿
関
係
余
業
収
入
は
、

ほ
と
ん
ど
が
木
綿
織
に

よ
る
収
入
で
あ
る
。
丹
北
郡
に
つ
い
て
見
る
と
、
綿
関
係
余
業
収
入
の
内
約
四
万
三

0
0
0円
が
木
綿
織
に
よ
る
収
入
で
あ
り
、
紡
糸
に

よ
る
収
入
は
約
四
O
O
O
円
に
す
ぎ
な
い
。
若
江
郡
も
同
犠
で
あ
り
、
高
安
郡
に
至
つ
て
は
綿
関
係
余
業
収
入
額
約
一
万
一
O
O
O
円
の

全
て
が
、
木
綿
織
に
よ
る
収
入
で
あ
る
。

つ
ま
り
綿
業
の
中
で
も
、
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
は
、
河
内
国
の
丹
北
、
高
安
郡
と
言
え
る
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
綿
作
・
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
を
確
定
す
る
と
、
綿
作
の
中
心
地
域
は
若
江
、
渋
川
、
志
紀
郡
で
あ
る

auo



綿
織
物
業
の
中
心
地
域
は
丹
北
、
高
安
、
若
江
郡
で
あ
る
が
、
若
江
郡
は
綿
作
の
ウ
エ
イ
ト
が
よ
り
高
く
、
綿
作
の
中
心
地
域
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
と
確
定
出
来
る
の
は
、
丹
北
、
高
安
郡
と
な
る
。

ま
た
、
綿
作
と
綿
織
物
業
の
地
域
的
分
化
の
点
か
ら
す
る
と
、
若
江
郡
は
綿
作
・
綿
織
物
業
共
に
比
率
が
高
く
、
綿
作
と
綿
織
物
業
の

分
化
が
不
充
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
綿
作
の
中
心
地
域
(
以
下
綿
作
地
域
と
称
す
る
)
中
で
も
、
表
ー
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

に
、
志
紀
郡
は
綿
関
係
余
業
収
入
額
の
比
率
が

0
・
九
%
と
低
く
、
最
も
綿
作
に
特
化
し
て
い
る
。

同
様
に
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
(
以

下
綿
織
物
業
地
域
と
称
す
る
)
の
中
で
も
、
高
安
郡
は
丹
北
郡
よ
り
も
実
綿
価
額
比
率
が
低
く
、
綿
織
物
業
へ
の
特
化
の
傾
向
が
強
い
。

従
来
、
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
業
に
は
、
地
域
的
な
分
化
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
詣
〉
、
具
体
的
に
そ
れ
を
指
摘
し
た
研
究
は
少

な
い
。
し
か
し
古
島
・
永
原

a〉
は
、
近
世
後
期
に
関
し
て
あ
る
程
度
具
体
的
に
、
綿
作
・
綿
織
物
業
の
地
域
的
な
分
化
状
況
と
そ
の
進
展

を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
綿
作
へ
の
地
域
的
な
特
化
に
関
し
て
、
若
江
郡
の
布
施
市
周
辺
で
は
、
近
世
後
期
以
降
綿
織
物
業
は
衰
退
し
、
実
綿

生
産
地
へ
転
化
し
て
い
っ
た
と
し
て
い
る

auo
こ
れ
は
先
に
示
し
た
分
析
で
、
若
江
郡
を
綿
作
地
域
と
し
た
結
果
と
符
合
す
る
。

ま
た
、
在
方
木
綿
商
人
の
分
布
か
ら
、
近
世
後
期
の
河
内
国
に
お
け
る
綿
織
物
業
の
盛
ん
な
地
域
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
布
施
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
東
に
隣
接
す
る
所
か
ら
生
駒
山
系
の
山
麓
に
か
け
て
の
村
落
に
は
天
保
頃
に
在
方
木
綿
商
人
の
存
在
が

広
く
認
め
ら
れ
、
ま
た
寛
政
初
年
に
お
い
て
、
右
の
生
駒
山
系
山
麓
の
南
に
つ
づ
く
地
帯
か
ら
、
八
尾
・
久
宝
寺
を
は
じ
め
、
新
大
和
川

の
両
岸
に
か
け
て
の
地
帯
に
も
広
く
在
方
木
綿
商
人
が
族
生
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
木
綿
織
物
業
の
発
展
を
裏
書
き
し
て
い
る
」

auo

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
生
駒
山
系
山
麓
の
南
に
つ
づ
く
地
帯
」
は
高
安
郡
、

「
新
大
和
川
の
両
岸
に
か
け
て
の
地
帯
」
は
丹
北
郡
を

39 

お
お
よ
そ
示
す
と
考
え
ら
れ
、
先
に
示
し
た
分
析
結
果
が
あ
る
程
度
裏
付
け
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。



題
と
な
る
。

明
治
二
一
年
に
お
け
る
綿
作
・
綿
織
物
業
の
状
況
は
、
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
次
に
明
治
初
年
か
ら
ど
の
様
に
変
化
し
た
か
が
問

40 

綿
作
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
か
ら
の
郡
毎
の
変
化
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、

明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
〉
か
ら
明
治
二
三
年
に
か
け
て
の
、
綿
の
作
付
面
積
の
変
化
を
図
1
に
示
し
た

a〉

O

図
ー
で
は
、
綿
作
・
綿
織

『
大
阪
府
統
計
書
』
で
知
り
得
る
限
り
の

物
業
地
域
で
あ
る
五
郡
に
つ
い
て
の
み
示
し
た
。

図
ー
に
よ
る
と
、
明
治
一
七
年
か
ら
明
治
一
二
三
年
に
か
け
て
、
渋
川
郡
の
外
は
各
郡
共
作
付
面
積
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
中
で
も
若

江
郡
は
、
約
三

O
O町
歩
の
減
少
を
示
し
、
最
も
減
少
は
大
き
い
。
渋
川
郡
の
作
付
面
積
は
、
五
郡
の
中
で
唯
一
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
増
加
は
僅
か
で
あ
る
。
大
阪
府
全
体
に
お
い
て
も
、
明
治
一
七
年
か
ら
明
治
二
三
年
に
か
け
て
、
綿
の
作
付
面
積
は
、
約
一
万
一

0
0

O
町
歩
か
ら
約
一
万
町
歩
へ
と
や
や
減
少
し
て
い
る
。
以
上
は
僅
か
六
年
間
の
作
付
面
積
の
変
化
に
す
ぎ
な
い
が
、
明
治
前
期
に
お
い

il 

丹志
ヰじ 語i
郡郡

綿作・綿織物業地域の綿作面

積の推移

(資料) 明治17・23年『大阪府統計

書』

若
江
郡

枝
川
郡

高
安
部

(町)
1;500 

500 

。

図 1

作
付
反
別

1，000 

て
、
大
阪
府
下
の
綿
作
は
、
停
滞
か
や

や
衰
退
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

綿
織
物
業
に
つ
い
て
も
、
明
治
初
年

か
ら
の
郡
毎
の
動
向
を
定
量
的
に
把
握

ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
僅
か
に
農
事

調
査
の
「
余
業
の
興
廃
」
欄
の
記
述
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
綿
織
物
業
の
動
向



を
伺
い
知
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た

て
の
綿
織
物
生
産
量
の
変
化
が
郡
毎
に
判
明
す
る
が
、

「
明
治
一
八
年
工
業
概
況
」
♀
)
に
よ
る
と
、
明
治
一
七
年
か
ら
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)
に
か
け

一
ヶ
年
間
の
変
化
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
農
工
商
年
報
に
よ
る
と
、
明
治
一
八
年

以
降
の
綿
織
物
生
産
量
の
変
化
が
、
国
毎
に
で
は
あ
る
が
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動41 

そ
こ
で
農
工
商
年
報
に
よ
っ
て
、
河
内
国
の
綿
織
物
生
産
量
の
推
移
を
示
し
た
の
が
図
2
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
か
ら
明
治
二
九
年

阪

生

咋

大

の

tm

『

体

8

み

全

2

の

府

げ

年

阪

2

m

犬

初

治

は

i

L

明

洋

μ
次

脚

鮎

糊

2

の

吋

門

明

量

作

己

2
年
産
臨
し
い
川
査
の
-
一
言
述
や
「
明
治
一
八
年
工
業
概
況
」
の
デ
ー
タ
が
、
明
治
前
期
の
河
内

包
駐
嚇
』
軌
比
国
の
綿
織
物
生
産
は
衰
退
傾
向
に
あ
ヴ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
と
異
な

幻

織

苧

報

資

明

綿
時
年
は
判
る
。
し
か
し
、
農
事
調
査
や
「
明
治
一
八
年
工
業
概
況
」
に
示
さ
れ
た
衰
退

の

甜

業

年

か

問
国
矧
勧
幻
し
傾
向
主
、
デ
フ
レ
期
直
後
の
状
況
で
あ
り
、
明
治
前
期
の
河
内
国
の
綿
織
物

:

内

町

府

治

量

t

日
河
)
明
産
業
主
、
必
ず
し
も
衰
退
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
。

尚

2
料

t

同

図

償

(反)

50万

生
産
量

(
一
八
九
六
〉
ま
で
示
し
た
。

図
2
に
よ
る
と
、
明
治
一
八
年
以
降
綿
織
物
生
産
量
は
、
多
少
の
変
動
は

あ
る
が
、

ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
図
2
で
は
デ
フ
レ

期
以
前
の
状
況
が
判
明
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
明
治
一
八
年
以
降
の
傾
向
か

ら
速
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
明
治
前
期
に
お
い
て
河
内
国
の
綿
織
物

生
産
は
、
横
ば
い
傾
向
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
は
、
農
事
調

(注)

。小
作
戸
数
比
率
・
経
営
規
模

人
口
変
動
の
検
討
に
入
る
前
に
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
農
家
経
営
状
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況
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
農
家
の
階
層
構
成
を
知
る
た
め
に
小
作
戸
数
比
率
を
、
経
営
規
模
を
知
る
た
め
に
、
農
家
二
戸

当
り
の
平
均
耕
地
面
積
を
検
討
す
る
。

ま
ず
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
〉
の
『
戸
籍
表
』
に
よ
っ
て
、

小
作
戸
数
比
率
宕
)
を
見
る
と
、

大
阪
府
全
域
品
〉
は
五
四
・
三
%
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
綿
作
地
域
三
郡
平
均
の
小
作
戸
数
比
率
は
、
六
三
・

O
Zと
高
率
で
あ
る
。
郡
毎
に
見
て
も
若
江
郡
は
六
五
・
二
%
、

渋
川
郡
は
五
七
・
九
%
、
士
山
紀
郡
は
六
五
・
四
克
と
そ
れ
ぞ
れ
高
い
比
率
を
示
す
。
綿
織
物
業
地
域
も
同
様
で
あ
り
、
丹
北
、
高
安
郡
の
二

郡
平
均
小
作
戸
数
比
率
は
、
六
三
・
五
%
の
高
率
を
示
す
。
中
で
も
丹
北
郡
の
比
率
は
、
六
五
・
八
%
と
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
共
に
小
作
戸
数
比
率
は
高
く
、
農
民
層
の
分
解
は
著
し
い
と

言
う
こ
と
が
出
来
る
許
可

次
に
農
事
調
査
を
基
に
、
明
治
二
一
年
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
阪
府
全
域
に
お
け
る
農
家
二
戸
当
り
の
平
均
耕
地
面
積
は

六
・
五
反
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
綿
作
地
域
は
平
均
六
・
五
反
で
あ
る
。
郡
毎
に
見
る
と
、
若
江
郡
六
・
七
反
、
渋
川
郡
七
・
五
反
、
志
紀

郡
五
・
一
反
と
ぱ
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
大
阪
府
全
域
平
均
よ
り
小
さ
い
と
は
言
え
な
い
。

一
方
、
綿
織
物
業
地
域
は
平
均
五
・

一
反
と
小
さ
く
、
丹
北
、
高
安
郡
共
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
四
反
、
四
・
二
反
と
い
う
零
細
性
を
示
す
。

つ
ま
り
相
対
的
に
見
て
、
綿
作
地
域
の
農
家
の
経
営
規
模
は
零
細
で
は
な
い
が
、
綿
織
物
業
地
域
の
経
営
規
模
は
零
細
で
あ
る
と
一
吉
え

る
。
こ
の
綿
織
物
業
地
域
の
経
営
規
模
の
零
細
性
は
、
丹
北
、
高
安
郡
が
綿
織
物
業
に
特
化
し
て
い
る
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
中
で

も
、
最
も
綿
織
物
業
に
特
化
し
て
い
る
と
言
え
る
高
安
郡
の
、

一
戸
当
り
四
・
二
反
と
い
う
零
細
性
は
注
目
さ
れ
る

8
3

綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
変
動



け

本
籍
人
口
増
加
率

最
初
に
、
人
口
変
動
の
基
本
と
な
る
本
籍
人
口
の
変
動
を
検
討
す
る
。
本
籍
人
口
の
変
動
は
、
原
則
的
に
は
地
域
内
で
の
出
生
・
死
亡

者
の
本
籍
へ
の
加
除
ゃ
、
移
住
者
の
本
籍
の
移
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
大
阪
府
下
の
市
郡
別
本
籍
人
口
増
加

率
を
示
し
た
の
が
図
3
で
あ
る
。
図
3
で
は
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
初
か
ら
明
治
二
三
年
末
ま
で
の
変
動
を
示
し
た
。

こ
の
人
口
統
計

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

明
治
九
年
初
の
人
口
デ
ー
タ
と
し
て
は
、

『
大
阪
府
全
志
』
記
載
の
「
明
治
九
年
一
月
-
日
現
在
人
口
」
を
用
い
た
。

は
、
当
時
の
『
大
阪
府
地
誌
』
と
『
和
泉
園
地
誌
』
に
依
拠
し
て
い
る

auoそ
の
た
め
、
本
籍
人
口
に
近
い
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
人
口

は
大
字
単
位
に
ま
で
判
明
し
、
明
治
初
期
の
人
口
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
三
年
末
は
、
同
年
の
『
戸

43 

(%) 

璽覇軍 31~

阻醐 26~30

阻醐 21~25

霞週 16~20

皿圃 11~15

皿四 O~ lO 

大阪府市都別本籍人口増加率(明治

9年初~明治23年末)

資料) 明治 9年は『大阪府全宏、』。

23年は『戸籍表』

大阪市域の明治 9年の人口数は判明

しない。

〈市郡名) 1大阪 2西成 3東成，

4住吉 5島上 6島下 7豊島，

8能勢 9堺， 10大烏， 11泉，

12南， 13日根， 14石JII， 15八上，

16古市， 17安宿部， 18錦部， 19志紀

20丹南， 21丹北， 22河内， 23高安，

24若江， 25大県， 26渋JII， 27茨田，

28交野， 29讃良

明治

図 3

注)
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綿作・綿織物業地域の本籍人口増加率(明治9年初~明治23年末)

名| 明治9年初 l 明治23年末
本籍人口(人) I 本籍人口(人)

表 2

明治9-23年
増加率(%)

出自 若江 27，910 31，398 12.5 

渋川 13，999 14，929 6.6 

作 志紀 12，474 13，717 10.0 

(合計) 54，383 60，044 10.4 

器量
丹北 19，101 21，332 11.7 

高安 6，316 7，872 24.6* 

(合計) 25，417 29，204 14.9 

郡名域地

535，ω3 6は血2

(資料) 明治9年は『大阪府全志』。明治23年は『戸籍表』

(注) *増加率20%以上。特大阪府全域とは大阪・堺市(区)，西成・東成・

住吉郡を除く府内24郡を示す。

12.6 大阪府全域**

籍
表
』
記
載
の
本
籍
人
口
を
用
い
た
。

大
阪
府
の
明
治
一

0
年
代
以
降
の
人
口
統
計
資
料
と
し
て
は
、
基
本

的
に
は
『
戸
籍
表
』
と
『
大
阪
府
統
計
書
』
が
あ
る
。
本
籍
、
現
住
人

口
数
は
、
前
者
で
は
明
治
一
九
年
末
以
降
、
後
者
で
は
明
治
一
五
年
初
以

降
判
明
す
る
。
こ
の
両
者
の
人
口
数
は
、
明
治
二

O
年
以
降
は
本
籍
、

現
住
人
口
数
共
に
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
明
治
二

0
年
代
以
降
は
、
ど

ち
ら
を
用
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、

『
戸
籍
表
』
に
は
次
の
様
な

利
点
が
あ
る
。
ま
ず
明
治
二
三
年
の
『
戸
籍
表
』
に
お
い
て
は
、
町
村

単
位
に
ま
で
人
口
数
が
判
明
す
る
こ
と
。
明
治
二
三
年
ま
で
の
『
大
阪

府
統
計
書
』

『
戸
籍
表
』

で
は
、
寄
留
人
口
は
入
寄
留
人
口
し
か
記
載
が
な
い
が
、

で
は
出
寄
留
人
口
も
判
明
す
る
こ
と
。
こ
の
二
点
の
た
め

に
本
章
の
人
口
変
動
の
分
析
で
は
『
戸
籍
表
』
を
用
い
た
。

図
3
に
よ
る
と
、
西
成
、
東
成
郡
の
高
い
人
口
増
加
率
な
ど
が
指
摘

出
来
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
が
含
ま
れ
る

中
河
内
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
増
加
率
の
高
い
郡
と
低
い
郡
と
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
本
籍
人
口
増
加
率
を
表
2
に
示



対
し
綿
作
地
域
平
均
の
増
加
率
は
、

し
た
。
表
2
に
見
る
よ
う
に
、
明
治
九
年
初
か
ら
明
治
二
三
年
末
に
か
け
て
、
大
阪
府
全
域
の
増
加
率
は
一
一
了
六
%
で
あ
る
。
こ
れ
に

一
方
、
綿
織
物

一
0
・
四
%
と
や
や
低
い
。
中
で
も
渋
川
郡
は
、
六
・
六
%
の
低
い
増
加
率
を
示
す
。

業
地
域
平
均
の
増
加
率
は
、

一
四
・
九
%
と
や
や
高
い
。
郡
毎
に
見
る
と
、
丹
北
郡
は
一
一
・
七
克
と
大
阪
府
全
域
平
均
並
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
高
安
郡
は
二
四
・
六
%
と
い
う
非
常
に
高
い
増
加
率
を
一
市
す
。

つ
ま
り
、

綿
作
地
域
の
本
籍
人
口
増
加
率
は
や
や
低
い
が
、

綿
織

物
業
地
域
の
増
加
率
は
低
い
と
は
言
え
ず
、
高
安
郡
の
動
向
に
注
目
す
る
な
ら
ば
高
い
と
言
え
る
。

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

(%) 

瞳覇 31-

皿皿 26-30

皿皿21-25

璽韓日明
日岡田 11-15

ITIIIJ] 0-10 
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しー2km

綿作・綿織物業地域の町村別本籍人口増加率(明

治9年初~明治23年末)

資料) 明治9年は『大阪府全志』。明治 23年は『戸籍

表』

i図 4

」
の
人
口
増
加
の
傾
向
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
、
町

村
別
の
人
口
増
加
率
を
示
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
綿
作
・
綿
織

物
業
地
域
周
辺
部
の
み
示
し
た
。
図
4
に
よ
る
と
、
綿
作
の
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
渋
川
郡
、
志
紀
郡
、
若
江
郡
南
部
、
丹
北
郡
東
部

一
帯
の
地
域
に
お
い
て
人
口
増
加
率
が
低
い
。

一
方
、
高
安
郡
を

中
心
と
し
て
、
大
県
郡
西
部
を
含
ん
だ
生
駒
山
麓
西
側
地
域
一
帯

の
人
口
増
加
率
が
高
い
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。

。人
口
流
出
率

次
に
人
口
流
出
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
現
住
人

口
数
か
ら
本
籍
人
口
数
を
差
し
引
い
た
数
を
人
口
流
出
入
数
と
考

え
る
。明

治
前
期
、
大
阪
府
下
の
郡
部
に
お
い
て
は
僅
か
な
が
ら
も
人
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大

阪

府

全

体

大
阪
周
辺
部

一
綿
糸
紡
績

-A八

0
 

2
 

職

工

数

10，0∞ 

年次

図 5明治前期大阪府職工数の推移

資料) 明治23年『大阪府統計書』

注) 大阪周辺部とは大阪市，西成・東成郡を

示す。

口
流
出
が
見
ら
れ
る
。
『
戸
籍
表
』

に
よ
っ
て
、
大
阪
、
堺
市
(
区
〉
、

西
成
、
東
成
、
住
吉
郡
を
除
い
た

郡
部
の
人
口
流
出
数
を
見
る
と
、

明
治
一
九
年
末
は
約
三
四

O
O人

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
明
治
一
一
一
年

末
に
は
約
六
七

O
O人
、
そ
し
て

明
治
二
三
年
末
に
は
約
九
九

0
0

人
に
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

年
を
追
う
毎
に
郡
部
の
人
口
流
出

こ
の
郡
部
の
人
口
流
出
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し
て
は
、
都
市
大
阪
の
労
働
需
要
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
都
市
大
阪
の
労
働

は
進
行
し
て
来
て
い
る
。

需
要
の
増
加
を
一
訴
す
も
の
と
し
て
、
大
阪
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
職
工
数
の
変
化
を
図
5
に
示
し
た
。
職
工
数
の
変
化
は
、
明
治
二
三
年

の
『
大
阪
府
統
計
書
』
に
記
載
の
あ
る
工
場
の
設
立
年
次
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
算
定
し
た
。
ま
た
図
中
で
は
、
大
阪
府
全
体
の
職
工
数

の
変
化
も
示
し
た
。

図
5
に
よ
る
と
、
明
治
一
五
年
頃
ま
で
は
、
大
阪
府
全
体
の
職
工
数
の
増
加
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
明
治
一
六
年
以
降
増
加

が
顕
著
に
な
り
、
二

O
年
、
二
二
年
と
大
き
く
増
加
し
て
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
職
工
数
の
増
加
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
阪
局



明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

仁コ
E皿-0.1-ー1.。
四四一1.1-ー 2.0

阻皿-2.1-ー3.0

醐醐ー3.1--4.0

(%) 
0-

大阪府市郡別人口流出入率(明治23年〉

資料) w戸籍表』

図 6

辺
部
の
職
工
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
周

辺
部
以
外
で
の
職
工
数
の
増
加
も
、
特
に
明
治
二
三
年

以
降
見
ら
れ
る
が
、
大
阪
周
辺
部
に
比
べ
る
と
そ
の
数

は
少
な
い
。
ま
た
、
明
治
一
六
年
以
降
の
職
工
数
の
増

加
に
は
、
綿
糸
紡
績
工
場
の
職
工
数
の
増
加
が
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
大
阪
府
下
に
お
い
て

は
、
大
阪
周
辺
部
の
労
働
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
郡
部

の
人
口
流
出
が
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
人
口

流
出
傾
向
を
『
戸
籍
表
』
に
よ
っ
て
各
年
次
毎
に
検
討

す
る
と
、
明
治
二
三
年
末
に
は
郡
毎
の
差
異
が
明
確
に
現
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
明
治
二
三
年
末
の
郡
毎
の
人
口
流
出
入
率
を
示
し
た
の
が

図
6
で
あ
る
。

図
6
に
見
る
よ
う
に
、
人
口
流
入
を
示
す
の
は
大
阪
、
堺
市
、
西
成
、
東
成
、
住
吉
、
島
下
郡
の
み
で
あ
る
。
他
郡
は
皆
僅
か
で
は
あ

る
が
、
人
口
流
出
を
示
し
て
い
る
。
中
で
も
、
渋
川
、
若
江
郡
を
は
じ
め
と
し
た
中
河
内
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
人
口
流
出
が
比
較
的
大

き
い
。
こ
の
他
、
茨
田
郡
や
丹
南
郡
の
人
口
流
出
率
が
高
く
、
大
阪
府
南
部
の
泉
郡
や
錦
部
郡
の
人
口
流
出
率
が
比
較
的
低
い
こ
と
が
指

47 

の
が
表
3
で
あ
る
。

摘
出
来
る
。
次
に
本
籍
人
口
増
加
率
の
検
討
と
同
様
に
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
流
出
率
を
、
大
阪
府
全
域
と
比
較
し
て
示
し
た



写
表 3 綿作・綿織物業地域の人口流出率(明治23年末)

地域名 郡名 本籍人口(人) 現住人口(人)

若江 31，398 30，682 
綿 渋川 14，92.9 14，413 

作 志紀 13，717 13，429 

(合計) 60，044 58，524 

襲撃
丹北 21，332 20，979 

高安 7，872 7，731 

(合計) 29，204 28，710 

大阪府全域ぺ 肌蹴 | 肌 911

資料) 11戸籍表』

出寄留人口(人)

1，415 

828 

429 

2，672 

403 

215 

618 

23，208 

注) *人口流出入率一2.0以上。料表2に同じ。

入寄留人口(人)
現在一本人籍口
人口
本籍人口(%)

884 -2.3水

434 -3.5* 

246 -2.1* 

1，564 -2.5* 

197 -1.7 

120 -1.8 

317 -1.7 

17，145 -1.6 

出寄留人口 (%) 
本籍人口

入人寄口留

本籍人口(%) 

4.5 2.8 

5.5 2.9 

3.1 1.8 

4.5 2.6 

1.9 0.9 

2.7 1.5 

2.1 1.1 

3.8 2.8 
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大
阪
府
全
域
平
均
と
同
程
度
の
人
口
流
出
率
を
示
す
。

ま
た
、
表
3
に
は
出
入
寄
留
人
口
比
率
も
示
し
て
あ
る
。
寄
留
人
口
統
計
は
、
人
口
移
動
を
示
す
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
当
時
の
人

口
移
動
を
知
る
手
掛
り
に
は
な
る
詰
〉

O

表
3
に
よ
る
と
、
綿
作
地
域
平
均
の
出
寄
留
率
は
四
・
五
%
で
あ
り
、
大
阪
府
全
域
平
均
の
一
二
・
八

W
A
よ
り
も
や
や
高
い
傾
向
に
あ
る
。
中
で
も
渋
川
郡
は
、

綿
作
地
域
の

五
・
五
%
で
あ
り
最
も
比
率
は
高
い
。

入
寄
留
率
に
つ
い
て
は
、

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

平
均
は
二
・
六
%
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
全
域
平
均
の
入
寄
留
率
二
・
八
広
と
同
程
度
で
あ
り
、
低
い
と
は
言
え
な
い
。

つ
ま
り
、
先

に
見
た
綿
作
地
域
の
比
較
的
高
い
人
口
流
出
率
は
、
出
寄
留
率
が
古
向
い
た
め
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
綿
織
物
業
地
域
に
つ
い
て
出
寄
留
率
を
見
る
と
、
丹
北
郡
一
・
九
%
、
高
安
郡
二
・
七
%
と
二
郡
共
に
や
や
低
い
比
率
を
一
示
す
。

入
寄
留
率
も
同
様
で
、
丹
北
郡

0
・
九
%
、
高
安
郡
一
・
五
%
で
あ
り
、
大
阪
府
全
域
平
均
に
比
べ
る
と
や
や
低
い
。
つ
ま
り
綿
織
物
業
地

域
の
二
郡
は
、
出
寄
留
率
も
入
寄
留
率
も
低
い
傾
向
に
あ
る
た
め
に
、
先
に
見
た
人
口
流
出
率
は
高
く
も
低
く
も
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
丹
北
、
高
安
郡
の
寄
留
率
の
低
さ
は
、
大
阪
府
下
の
郡
部
の
中
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。
中
で
も
丹
北
郡
の
寄
留
率
は
、
出
寄
留
、
入

寄
留
共
に
大
阪
府
下
の
郡
部
の
中
で
最
も
低
い
。
こ
の
寄
留
率
の
低
さ
は
、
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
移
動
の
特
徴
と
言
え
る
の
か
も
し
れ

t

、。

チ
h
l
v

国

現
住
人
口
増
加
率

現
住
人
口
の
変
動
は
、
本
籍
人
口
の
変
動
と
、
出
入
寄
留
に
よ
る
人
口
流
出
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
九
年
初

か
ら
明
治
二
三
年
末
に
か
け
て
の
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
現
住
人
口
増
加
率
は
、
既
に
検
討
し
た
本
籍
人
口
増
加
率
と
、
人
口
流
出

率
を
合
計
し
た
値
と
し
て
示
さ
れ
る
。

49 

綿
作
地
域
に
つ
い
て
見
る
と
、
人
口
流
出
率
ほ
高
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
現
住
人
口
増
加
率
は
本
籍
人
口
増
加
率
よ
り
も
一
層
低
く
一
五
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さ
れ
る
。
具
体
的
に
数
値
を
示
す
と
、
大
阪
府
全
域
平
均
の
現
住
人
口
増
加
率
は
一

0
・
七
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
綿
作
地
域
平
均
の
増

加
率
は
七
・
六
%
で
あ
る
。
郡
毎
に
見
る
と
、
若
江
郡
は
九
・
九
克
、
渋
川
郡
は
二
了

O
Z、
志
紀
郡
は
七
・
七
%
で
あ
る
。
中
で
も
渋
川
郡

は
、
本
籍
人
口
増
加
率
は
特
に
低
く
、

人
口
流
出
率
も
高
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、

現
住
人
口
増
加
率
は
三
・

O
Mと
非
常
に
低
い
値
を
一
不

し
て
い
る
。

一
方
綿
織
物
業
地
域
は
、
人
口
流
出
率
は
高
く
も
低
く
も
な
い
た
め
、
現
住
人
口
増
加
率
の
傾
向
は
、
本
籍
人
口
増
加
率
の
傾
向
と
同

様
で
あ
る
。

つ
ま
り
綿
作
地
域
と
は
異
な
っ
て
、
増
加
率
は
低
い
と
は
言
え
ず
、
高
安
郡
の
動
向
に
注
目
す
れ
ば
む
し
ろ
高
い
と
号
一
?
え

る
。
具
体
的
に
数
値
を
一
部
す
と
、
綿
織
物
業
地
域
平
均
の
増
加
率
は
二
ニ
・

O
Mで
あ
る
。
郡
毎
に
見
る
と
、
丹
北
郡
の
増
加
率
は
九
・
八

%
で
あ
り
、
大
阪
府
全
域
平
均
と
同
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、

高
安
郡
の
増
加
率
は
ニ
二
・
四
%
で
あ
り
極
め
て
高
い
。
綿
作
地
域
と
綿
織

物
業
地
域
は
隣
接
し
て
い
る
が
、
本
籍
人
口
増
加
率
と
人
口
流
出
率
と
同
様
に
、
現
住
人
口
増
加
率
に
お
い
て
、
相
互
に
異
な
っ
た
変
動

傾
向
を
示
す
と
言
え
る
。

明
治
二
三
年
末
の
現
住
人
口
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
四
年
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
よ
り
、
大
字
毎
の
人
口
数
が
判
明
す
る

(go
そ

の
た
め
、
そ
れ
と
『
大
阪
府
全
志
』
記
載
の
大
字
毎
の
人
口
数
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
九
年
初
か
ら
明
治
二
三
年
末
に
か
け

て
、
大
字
毎
の
現
住
人
口
の
変
動
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

auo
こ
の
大
字
毎
の
検
討
に
よ
っ
て
、
郡
や
町
村
単
位
で
は
粗
す
ぎ
る
人
口
変

動
の
観
察
を
詳
細
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

そ
こ
で
、
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
大
字
毎
の
現
住
人
口
の
変
動
を
示
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
表
4
で
は
、
綿
作
地
域
の
中
か
ら
志

紀
郡
、
綿
織
物
業
地
域
の
中
か
ら
高
安
郡
を
選
ん
で
示
し
た
。
志
紀
、
高
安
郡
を
選
択
し
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
綿
作
・
綿
織
物
業
へ

の
地
域
的
特
化
に
関
し
て
は
、
両
者
が
典
型
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
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綿作・綿織物業地域の現在人口増加率

(明治9年初~明治23年末)

吋名l大字名 11鶴間)開設実)I吋長坊23年

表 4

I~一道凱翻蜘首瑚湖開H明鵬目持寺1i 110 111 0.9 
:: 293 372 27.0* 

181 196 8.3 

大道沢古明井寺空田

805 895 11.2 
650 748 15.1 
602 678 12.6 

7.4 

林(合計村) 
611 606 - 0.8 

3，530 3，897 10.4 

小 山小丹丹〈合北j、Ltitー季、堂n 山山

- 3.1 

志
417 444 6.5 
371 407 9.7 

1，498 1，539 2.7 

車己
柏原ltf| 10.8 

535 532 - 0.6 
2，045 2，205 7.8 

郡
太凶l日| 13.4 

475 420 -11.6 
1，632 1，732 6.1 

ニ林iZEF 655 25.7キ

177 149 -15.8 
631 624 -jl.1 

1，329 1，428 7.4 
489 598 22.3水

1，037 1，065 2.7 

老主弓王寺霊
792 891 12.5 
52 67 28.8ホ

~ 70 7 -90.0 
(合計) 2，440 2，628 7.7 

北両安楽音寺竹 354 399 12.7 

大神水 立
392 448 14.3 
348 407 17.0 
229 338 47.6ホ

越塚 110 139 26.4キ

高
手(合計) 1，433 1，731 20.8ホ

中前安郡服櫨山師知}1l1ii l 1 1 
4初 1 585 24.5* 
383 473 23.5* 

安 185 321 73.5* 
322 358 11. 2 

2，71406 7 
881 18.1 

郡 2，618 24.3* 

iA 
442 20.1ホ

284 327 15.1 
395 453 14.7 

1，497 1，880 25.6キ

158 191 20.9* 
2，776 3，382 21. 8* 

資料) 明治9年は『大阪府全志』。明治23年は『徴発物件一覧表止

注) *増加率20%以上。
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で
二
三
大
字
の
内
、

ま
ず
志
紀
郡
に
つ
い
て
見
る
と
、
高
い
人
口
増
加
率
を
示
す
大
字
は
非
常
に
少
な
い
c

二
O
%以
上
の
増
加
率
を
示
す
大
字
は
、
全
部

四
つ
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
人
口
減
少
吉
一
不
す
大
字
が
七
つ
見
ら
れ
る
。
他
の
大
字
は
、
人
口
増
加
は
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示
し
て
も
増
加
率
は
低
い
。
大
字
を
合
計
し
た
村
単
位
に
見
て
も
、
増
加
率
が
高
い
村
は
な
く
、

お
お
む
ね
一

O
Z以
下
の
低
い
増
加
率

を
示
す
。

一
方
、
高
安
郡
は
志
紀
郡
と
は
対
照
的
に
、
大
き
な
人
口
増
加
を
示
す
大
字
が
多
い
。
全
部
で
一
五
大
字
の
内
、
八
大
字
が
二

O
Z以

上
の
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
O
Z以
下
の
低
い
増
加
率
を
示
す
大
字
は
見
い
出
せ
な
い
。
村
単
位
に
お
い
て
も
、
北
、

中
、
南
高
安
、
一
二
村
共
に
人
口
増
加
率
は
二

O
%以
上
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
郡
あ
る
い
は
町
村
単
位
で
認
め
ら
れ
た
人
口
増
加
の
傾
向
は
、
大
字
単
位
の
検
討
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
志
紀
郡
と
高
安
郡
は
近
接
し
た
郡
で
あ
る
が
、
現
住
人
口
増
加
率
に
お
い
て
、
著
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
示
し
て
い
る
。

四

結

E苦

本
稿
で
は
、
明
治
前
期
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
織
物
業
と
地
域
の
人
口
変
動
と
の
関
係
を
検
討
し
て
来
た
。
ま
ず
農
事
調
査
を
分
析
し

た
結
果
、

明
治
前
期
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
織
物
業
に
は
地
域
的
な
分
化
が
見
ら
れ
た
。
明
治
一
一
一
年
に
お
い
て
、
綿
作
の
中
心
地
域

は
、
若
江
、
渋
川
、
志
紀
郡
で
あ
る
。

一
方
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
は
、
丹
北
、
高
安
郡
で
あ
る
。
ま
た
、
綿
作
・
綿
織
物
業
へ
の
地
域

的
な
特
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
綿
作
に
つ
い
て
は
志
紀
郡
、
綿
織
物
業
に
つ
い
て
は
高
安
郡
が
典
型
的
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
は
、
明
治
九
年
初
か
ら
明
治
二
三
年
末
に
か
け
て
の
人
口
変
動
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

人
口
変
動
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
籍
人
口
増
加
率
に
お
い
て
、
綿
作
地
域
の
増
加
率
は
や
や
低
い
。

一
方
、
綿
織
物
業
地

域
の
増
加
率
は
低
く
は
な
く
高
安
郡
の
動
向
に
注
目
す
る
な
ら
ば
高
い
。
次
に
人
口
流
出
率
に
お
い
て
、
綿
作
地
域
の
人
口
流
出
率
は
高

い
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
流
出
率
は
高
く
は
な
く
、
大
阪
府
全
域
平
均
と
同
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
本
籍



人
口
増
加
と
人
口
流
出
入
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
る
現
住
人
口
増
加
に
お
い
て
、
綿
作
地
域
の
増
加
率
は
低
い
。

一
方
、
綿
織
物
業
地
域

の
増
加
率
は
低
く
は
な
く
、
高
安
郡
の
動
向
に
注
目
す
る
な
ら
ば
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

明
治
前
期
、
全
国
的
に
は
人
口
の
持
続
的
な
増
加
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
口
増
加
は
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
経
済
条
件
の
下

に
、
地
域
の
人
口
収
容
力
を
増
加
し
て
行
っ
た
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
明
治
前
期
に
お
い
て
大
阪
府
下
の
綿

明治前期における畿内綿作・綿織物業地域の人口変動

作
は
地
域
の
人
口
収
容
力
の
増
加
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
綿
織
物
業
は
、
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
で

あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
畿
内
に
お
い
て
は
、
綿
織
物
業
は
地
域
の
人
口
収
容
力
の
増
加
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る

(80

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
本
稿
で
は
む
し
ろ
問
題
提
示
に
留
ま
っ
た
観
が
あ
る

a〉O
上
述
の
様
な
、
綿
作
・
綿
織
物
業
が
、
地
域
の
人

口
変
動
に
与
え
た
影
響
の
原
因
は
究
明
出
来
な
か
っ
た
。
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
従
来
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
幕
末
開
港
以
降
に

お
け
る
綿
作
の
衰
退
や
、
綿
作
の
農
家
経
営
上
の
有
利
性
の
低
下
の
問
題

a〉
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
大
阪
府
下
の
綿
作
・
綿
織
物
業
地
域
の
人
口
変
動
を
、
全
国
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
や
、
養
蚕
・
製
糸
業
地
域
の
動
向
と
比
較
検

討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

付

司
』量一一ロ

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
筑
波
大
学
の
黒
崎
千
晴
先
生
、
上
智
大
学
の
鬼
頭
宏
先
生
に
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
の
浮
田
典

良
先
生
に
は
学
会
発
表
持
を
は
じ
め
、
貴
重
な
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
昭
和
五
八
年
度
歴
史

地
理
学
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
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注
・
参
考
文
献

例
え
ば
安
川
・
広
岡
は
、
「
自
然
増
加
率
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
の
は
、

一九
O
O年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
安
川
正

(
1
)
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彬
・
広
岡
桂
二
郎
「
明
治
・
大
正
年
間
の
人
口
推
計
と
人
口
動
態
」
一
一
一
回
学
会
雑
誌
、
六
五
1

二
・
三
、
一
九
七
二
、
ニ
七
頁

(
2
)

速
水
融
「
幕
末
・
明
治
期
の
人
口
趨
勢
」
(
安
場
保
士
口
・
斎
藤
修
編
『
プ
ロ
ト
工
業
化
期
の
経
済
と
社
会
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
三
)

(
3
)

近
年
の
社
会
経
済
史
学
に
お
け
る
プ
ロ
ト
工
業
化
論
は
、
こ
の
時
期
の
農
村
工
業
と
人
口
と
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
。
斎
藤
修
「
プ
ロ
ト

工
業
化
論
ー
そ
の
成
果
と
展
望
」
季
刊
現
代
経
済
、
四
七
、
一
九
八
二
(
安
場
保
吉
・
斎
藤
修
編
『
プ
ロ
ト
工
業
化
期
の
経
済
と
社
会
』
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
八
三
に
集
録
)
参
照

(
4
)

前
掲
(
2
)
や
、
鬼
頭
宏
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
人
口
成
長
」
上
智
経
済
論
集
、
二
八
l
一
、
一
九
八
一
お
よ
び
、
佐
々
木
陽
一
郎
「
幕
末
|

明
治
初
期
武
蔵
国
人
口
趨
勢
に
関
す
る
一
考
察
」
三
回
学
会
雑
誌
、
五
九
l
三
、
一
九
六
六
が
あ
る
。

(
5
)

例
え
ば
、
中
村
哲
『
明
治
維
新
の
基
礎
構
造
』
未
来
社
、
一
九
六
八
、
一
一
三
J
一
六
一
二
頁

(
6
)

『
大
阪
府
統
計
書
』
に
よ
る
と
、
大
阪
府
下
の
綿
作
の
衰
退
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
明
治
二
三
年
頃
以
降
で
あ
る
。
ま
た
綿
織
物
業
に
関
し
て

も
、
河
内
の
綿
織
物
業
を
泉
州
の
綿
織
物
業
が
凌
駕
し
、
泉
州
が
綿
織
物
業
の
中
心
地
域
と
な
っ
て
ゆ
く
の
は
、
明
治
二

0
年
代
後
半
以
降
で
あ

る。

(
7
)

昭
和
三
一
年
、
大
阪
歴
史
学
会
騰
写
複
刻
版

(
8
)

『
明
治
年
間
府
県
統
計
書
集
成
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
所
収

(
9
)

一
橋
大
学
経
済
統
計
文
献
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
な
お
、
『
大
阪
府
農
工
商
統
計
年
報
』
と
『
大
阪
府
勧
業
年
報
』
と
は
名
称
は
異
な
る
が
、
同
系

列
の
同
種
の
資
料
で
あ
る
。

(
叩
)
井
上
正
雄
『
大
阪
府
全
士
山
』
大
阪
府
全
志
発
行
所
、
一
九
二
一

(
孔
)
総
理
府
統
計
局
所
蔵
稿
本

(
ロ
)
国
立
公
文
書
館
所
蔵
刊
本

(
時
)
例
え
ば
、
名
和
統
一
『
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究
』
大
同
書
院
、
一
九
三
七

(
M
H
)

農
事
調
査
の
調
査
目
的
や
調
査
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
詳
し
い
。
大
橋
博
「
解
題
『
農
事
調
査
』
様
式
・
書
式
・
要
項
・
調
査
表

他
」
(
長
幸
男
・
正
田
健
一
郎
監
修
『
明
治
中
期
産
業
運
動
資
料
・
第
一
八
巻
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
七
九
)

(
日
)
綿
関
係
余
業
と
は
、
農
事
調
査
記
載
の
紡
糸
、
綿
織
物
業
を
含
め
た
綿
に
関
係
す
る
余
業
す
べ
て
を
示
す
。
ま
た
以
下
に
お
い
て
は
、
綿
関
係

余
業
と
綿
業
と
は
同
意
に
用
い
る
。
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(
時
)
農
事
調
査
の
「
余
業
ノ
種
類
」
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
余
業
の
一
ヶ
年
収
入
金
に
よ
る
。

(
げ
)
同
様
の
分
析
は
次
の
文
献
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
真
琴
・
北
崎
豊
二
「
近
代
産
業
へ
の
始
動
|
|
明
治
十
年
代
の
農
工
業
」

究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史
大
系
6
・
近
畿
地
方
篇
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六

O)、
四
三
一

i
四一一一一一頁

(
路
)
浮
田
典
良
は
、
明
治
前
期
に
お
け
る
大
阪
府
下
の
綿
作
付
面
積
の
比
率
か
ら
、
綿
作
の
最
も
盛
ん
な
郡
と
し
て
、
芳
江
、
渋
川
、
住
吉
郡
を
あ

げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
郡
の
明
治
前
期
に
お
け
る
高
い
綿
作
率
は
、
「
半
田
」
に
よ
る
土
地
利
用
形
態
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る
(
浮
田
典
良
「
江
戸
時
代

1
明
治
前
期
の
摂
河
泉
綿
作
地
帯
に
お
け
る
土
地
利
用
形
態
!
!
と
く
に
「
半
田
」
を
中
心
と
し
て
|
|
」
人
文
地

理
二
ニ
|
二
、
一
九
六
一
)
。

(
印
)
例
え
ば
、
堀
江
英
一
「
封
建
社
会
に
お
け
る
資
本
の
存
在
形
態
」
(
『
社
会
構
成
史
体
系
3
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九
三
五
三

t
五
四
頁

(
却
)
古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
『
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制
』
東
大
出
版
会
、
一
九
五
四

(
幻
)
前
掲
(
却
)
、
六
九
J
八
四
頁

(
詑
)
前
掲
(
初
)
、
八
二
頁

(
お
)
『
大
阪
府
統
計
書
』
で
は
、
明
治
一
六
年
(
一
八
八
一
ニ
)
か
ら
郡
別
の
綿
の
作
付
面
積
が
判
明
す
る
が
、
明
治
一
六
年
の
数
値
に
は
疑
問
な
数

値
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
、
明
治
一
七
年
か
ら
の
変
化
を
取
り
あ
げ
た
。

(
但
)
土
屋
喬
雄
編
『
現
代
日
本
工
業
史
資
料
一
』
労
働
文
化
社
、
一
九
四
九
、
所
収

(
お
)
小
作
戸
数
と
自
作
兼
小
作
の
内
、
小
作
に
重
き
を
な
す
戸
数
の
比
率
で
あ
る
。
明
治
一
九
年
五
月
内
務
省
令
第
三
号
『
法
令
全
書
第
五
号
』
明

治
一
九
年

(
部
)
本
稿
で
は
、
大
阪
府
全
域
と
は
大
阪
、
堺
市
(
区
)
、
西
成
、
東
成
、
住
吉
郡
を
除
く
府
内
二
四
郡
を
示
す
。

(
幻
)
例
え
ば
、
武
部
善
人
『
近
郊
農
村
の
分
解
と
産
業
資
本
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
二
、
一
四

l
一
五
頁

(
指
)
武
部
も
高
安
郡
の
綿
織
物
業
は
、
農
家
一
戸
当
り
平
均
耕
地
面
積
の
過
小
性
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
掲
(
幻
)
、
一
六

1
一
七
頁

(
勾
)
前
掲
(
叩
)
巻
之
一
、
三
頁
に
よ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
下
の
市
町
村
史
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
村
誌
」
を
調
べ
た
結
果
、
「
村
誌
」
記
載
の
人
口
数

と
、
『
大
阪
府
全
志
』
記
載
の
人
口
数
と
は
一
致
す
る
。

(
却
)
斎
藤
修
「
一
九
二

O
年
以
前
の
人
口
移
動
i
中
部
四
県
の
寄
留
統
計
を
使
っ
て
|
」
三
回
学
会
雑
誌
、
六
六
|
七
、
一
九
七
三

(
担
)
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
人
口
デ
ー
タ
は
年
初
調
査
の
た
め
、
明
治
二
四
年
初
の
人
口
数
は
、
明
治
二
三
年
末
の
人
口
数
と
同
じ
と
考
え
ら
れ

(
地
方
史
研

55 
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る
。
実
際
、
明
治
二
四
年
初
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
人
口
数
と
、
明
治
二
一
日
一
年
末
の
ヨ
戸
籍
表
』
の
人
口
数
と
を
町
村
単
位
に
比
較
す
る
と

両
者
は
一
致
す
る
。

(
沼
)
既
述
の
よ
う
に
、
『
大
阪
府
会
志
』
記
載
の
明
治
九
年
初
の
人
口
は
本
籍
人
口
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
一
一
一
二
年
の
現
住
人
口
と
の

比
較
は
、
現
住
人
口
の
変
動
を
示
す
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
他
に
資
料
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
明
治
九
年
初
の
人
口
デ
ー
タ
を
現
住
人
口
と

見
な
し
て
使
用
し
た
。

(
お
)
斎
藤
は
、
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ト
工
業
化
の
問
題
を
論
じ
た
中
で
、
明
治
初
期
に
お
い
て
、
農
村
工
業
が
特
別
に
人
口
増
加
を
促
進
し
た
と
は

言
え
な
い
と
し
て
い
る
。
斎
藤
修
「
日
本
の
ヅ
ロ
ト
工
業
化
パ
タ
ー
ン

l
l人
口
と
農
家
経
済
|
|
」
(
安
場
保
吉
・
斎
藤
修
編
『
プ
ロ
ト
工
業

化
期
の
経
済
と
社
会
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
三
)
、
一
七
二

t
一
七
四
頁

(
鈍
)
近
世
後
期
の
河
内
綿
作
農
村
の
人
口
減
少
を
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
松
浦
昭
『
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
人
口
移
動
|

河
内
国
志
紀
郡
大
田
村
を
中
心
と
し
て
」
金
城
学
院
大
学
論
集
、
九
一
、
一
九
八
一
、
松
浦
昭
「
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
人
口
動
態

l
河
内
国

志
紀
郡
太
田
村
の
宗
門
改
帳
分
析

l
」
金
城
学
院
大
学
論
集
、
一

O
一
、
一
九
八
三
、
薮
田
実
「
元
禄
・
享
保
期
畿
内
の
地
域
経
済
|
商
業
的
農

業
と
地
域
経
済
|
」
(
松
本
四
郎
・
山
田
忠
雄
編
『
元
禄
・
享
保
期
の
政
治
と
社
会
』
有
斐
閣
、
一
九
八

O)、
一
一
九
頁

(
お
)
前
掲
(
臼
)
、
一
五
五

t
一
八
一
一
具
。
お
よ
び
前
掲
(
却
)
、
二

O
四

t
一
二
三
頁




